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P73a 中質量G型巨星HD119445を周回する褐色矮星の発見
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我々は、中質量星における惑星系の形成、およびその進化の理解を目的として、岡山天体物理観測所 1.88m望
遠鏡と韓国普賢山天文台 1.8m望遠鏡とそれぞれの高分散分光器 HIDES、BOESを用いた視線速度精密測定によ
り、約 190星の中質量GK型巨星に対して惑星サーベイを行っている（e.g. 2009年春季年会 P52a）。2.3年にわ
たる観測により、G型巨星HD119445に褐色矮星質量をもつ伴星の存在を確認したので報告する。
HD119445の継続的な視線速度観測により、この星が周期 410.2 ± 0.6日、振幅 413.5 ± 2.6 m s−1の周期的な

視線速度変動を示すことがわかった。吸収線輪郭に変動が見られないことなどから、検出された視線速度変動は
恒星表面活動や脈動によるものではなく、伴星の軌道運動 (軌道離心率 e = 0.082)によるものだと考えられる。進
化トラックとの比較から主星の質量は 3.9 ± 0.4 M⊙と見積もられ、伴星の質量下限値は 37.6 ± 2.6 MJupiter、軌
道長半径は 1.71 ± 0.06 AUと推定される。主星の赤道面と伴星軌道が同一平面上にあると仮定すると、主星の自
転速度 (vsini = 6.0−6.6 km s−1)がG型巨星にしては比較的大きく、主星がX線源として同定されていないこと
から、伴星の軌道傾斜角は大きく、伴星質量は褐色矮星の質量上限 80 MJupiterを超えないと考えられる。
この主星は視線速度法により substellar companionが検出された恒星の中で最も重い部類に入り、その伴星は

中質量星の周りで見つかった最も重い substellar companionであることから、この発見は、より重い星の周りに
より重い substellar companionが存在する傾向があるという現在の見解を支持すると考えられる。


